
、

今
年
度
の
思
川
開
発
事
業
は

南
摩
ダ
ム
の
水
没
地
権
者
の
生

活
再
建
を
着
実
に
進
め
る
と
と

も
に
、
栃
木
県
や
鹿
沼
市
等
の

関
係
行
政
機
関
と
十
分
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ダ
ム
直
下
の

室
瀬
地
区
が
あ
る
上
南
摩
地
区
、

黒
川
・
大
芦
川
・
荒
井
川
の
取

水
・
導
水
地
区
等
の
地
域
の
皆

様
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
、
早
期
の
用
地
取

得
に
向
け
て
、
事
業
の
進
捗
を

図
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
の
予
算
は

億
円
で

27

す
が
、
こ
の
他
に
民
間
資
金
を

借
り
入
れ
、
南
摩
ダ
ム
の
水
没

地
権
者

世
帯
の
生
活
再
建
を

78

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

６
月
末
時
点
で
、

（

）

①
契
約
件
数

件

世
帯

159

66

②
進
捗
率
約

％
（
全
体
面

15

積
約

の
う
ち
約

375
ha

56
ha

を
契
約
）

③
移
転

世
帯

29

と
い
う
状
況
で
す
が
、
年
度
内

に
で
き
る
限
り
生
活
再
建
を
完

了
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
昨
年
度
、
移

転
対
象
者
の
用
地
調
査
を
実
施

し
た
室
瀬
地
区
に
つ
い
て
も
、

早
期
に
生
活
再
建
が
図
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

な
お
、
利
水
者
の
皆
様
の
ご

理
解
の
下
、
今
年
度
か
ら
円
滑

な
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め

の
生
活
環
境
整
備
対
策

事
業
が
、
水
源
地
域
対

策
基
金
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
紙
面

を
借
り
て
、
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
測
量
や
調
査

に
つ
い
て
で
す
が
、
流

量
観
測
な
ど
の
定
期
調

査
に
加
え
、
導
水
路
関

係
の
測
量
や
調
査
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
荒
井
川
に
つ

い
て
は
、
導
水
路
通
過

地
点
の
測
量
と
地
質
調

査
の
実
施
を
地
元
に
申

し
入
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。水

資

源

開

発

公

団

は
、
安
全
で
良
質
な
水

を
安
定
し
て
安
く
お
届

け
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
こ
の

月
に
、
独

10

立
行
政
法
人
水
資
源
機

構
へ
変
わ
り
ま
す
が
、

当
思
川
開
発
建
設
所

も
、
利
水
者
の
皆
様
の

声
を
よ
り
一
層
業
務
に

反
映
す
べ
く
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

この用紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク 平成15年7月30日 第８号

り

思
川
だ
よ

お

も

い

が

わ

発行所

水資源開発公団
思川開発建設所

028-622-89415

発行人兼編集人
柴田 安宏

南摩ダム予定地

（右後方は男体山）

思川開発事業による
安定給水の確保を

当企業団の用水供給区域である千葉県北西部は、高度成長
期における東京都からの流入人口により急激な都市化が進展
し、水需要の急増をみたところです。

それまで水源のほとんどを地下水に依存していた市町にと
っては、事業拡充に伴う地下水の水質悪化や特に地盤沈下進
行の問題が生じたことから、従来の地下水依存型から表流水
利用への転換が切実な問題となりました。

これにより各市町は、地下水の代替となる河川表流水の確
保や水道施設の整備などを一元化した企業団方式による広域
水道計画を策定し、昭和４８年に北千葉広域水道企業団が設
立されました。

企業団では、現在、構成団体において将来見込まれる水需
要に必要な水源が未だ全量確保されていないこと、また、暫
定水利権であるため渇水時における安定給水に苦慮している
状況にあることから、安定した水源確保のため思川開発事業
の一日も早い完成に期待を寄せるものであります。

水源開発は、地元地域の皆様のご協力と犠牲の上に成り立
っているともいえます。下流の我々利水者は、歴史を重ね、
守り、慣れ親しんだ故郷を離れざるを得ない水没地域の皆様
の苦渋の決断、関係者の皆様の長年の御苦労に対し心から感
謝申し上げるとともに、開発事業によって生み出された水を
大切に使って行かねばならないと感じております。

今後とも、事業費の縮減、自然環境に十分配慮した事業の
一層の推進に期待するとともに、工事期間中における安全を
心からご祈念申し上げます。

特別寄稿

北千葉広域水道企業団企業長

吉 﨑 滿

川
の
連
携
・
明
日
へ
の
水

【

】

室
瀬
地
区
集
会
所
完
成

ダ
ム
直
下
の
室
瀬
地
区
の
方
々
と
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の

集
会
所
が
３
月
末
に
完
成
し
、
５
月

日
に
開
所
式
を
同
地
区
の
皆
様

11

方
と
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
所
式
で
は
、
南
摩
ダ
ム
室
瀬
対
策
協
議
会
か
ら
、
開
所
式
の
前
に

行
わ
れ
た
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
不
在
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
会
長
（
駒
場
勝
氏
）
が
選
出
さ
れ
、
協
議
会
役
員
の
体
制
も
相
整

っ
た
と
の
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
当
集
会
所
を
使
用
し
て
、
室
瀬
協
議
会
の
皆
様
方
と
話
し

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
事
業
へ
の
理
解
が
い
た
だ
け
て

い
な
い
方
に
対
し
て
も
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

【

】

加
蘇
地
区
事
業
説
明
会
の
開
催

７
月

日
、
鹿
沼
市
加
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

17

加
蘇
地
区
南
摩
ダ
ム
対
策
協
議
会
主
催
の
「
思
川
開
発
事
業
（
加
蘇
地

区
）
全
体
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
思
川
開
発
事
業
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
た
め
、
事
業
の
目
的
や
取
水
・
導
水
の
仕
組
み
や
今
後
同
地

区
内
で
実
施
さ
せ
て
頂
く
測
量
・
調
査

の
内
容
等
に
つ
い
て
、
説
明
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

今
回
の
説
明
会
は
、
導
水
路
が
荒
井

川
の
下
な
ど
を
通
過
す
る
加
蘇
地
区
の

方
々
が
不
安
を
抱
く
こ
と
が
無
い
よ
う

に
と
う
い
う
趣
旨
で
、
地
区
全
体
の
方

々
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
、
７
自
治

会
か
ら

名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

44

だ
き
、
地
域
の
皆
様
方
か
ら
様
々
な
ご

質
問
や
貴
重
な
ご
意
見
を
戴
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
事
業
説
明
会
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
、
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。

☆事業の最新情報を皆様にお伝えします☆



去
る
７
月
４
日
、

鹿
沼
市
立
梶
又
小
学

校
で
同
小
学
校
児
童

７
名
、
校
長
先
生
他

教
諭
４
名
と
公
団
職

員
及
び
指
導
員
と
し

て
財
団
法
人
昆
虫
保

存
協
会
の
方
々
の
協

力
を
得
て
、
野
外
学

習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。明

け
方
ま
で
降
っ

て

い

た

雨

も

あ

が

り
、
ち
ょ
う
ど
良
い

天
候
の
中
、
梶
又
小

学
校
か
ら
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
乗
っ
て
上
流

へ
移
動
し
、
そ
こ
か

ら
野
鳥
を
観
察
し
た

り
、
昆
虫
採
集
を
し

な
が
ら
梶
又
小
学
校

ま
で
約
１
㎞
の
道
の

り
を
歩
い
て
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

野

鳥

に

つ

い

て

は
、
観
察
出
来
る
か

ど
う
か
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
カ
ワ
セ

ミ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ヒ

ヨ
ド
リ
、
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
な
ど
、
数

多
く
の
野
鳥
の
姿
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
コ
ゲ
ラ
の
鳴

き
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昆

虫
に
つ
い
て
も
、
蝶
や
ト
ン

、

、

、

ボ

バ
ッ
タ

ハ
チ
な
ど
の
観
察

採
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
児
童

た
ち
は
、
捕
ま
え
た
昆
虫
を
指
導

員
の
人
に
見
せ
て
、
そ
の
昆
虫
の

名
前
を
聞
い
た
り
、
話
を
聞
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
約
１
時
間
を

か
け
て
１
㎞
の
道
の
り
の
間
に
、

虫
か
ご
に
は
色
々
な
種
類
の
昆
虫

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

梶
又
小
学
校
へ
戻
っ
て
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
児
童
が
作
っ
た
鳥
の

巣
箱
を
校
庭
の
木
に
設
置
し
ま
し

た
。
安
全
帯
を
身
に
つ
け
、
ハ
シ

ゴ
を
上
り
巣
箱
を
紐
で
校
庭
の
木

に
縛
り
付
け
る
の
で
す
が
、
実
際

に
行
っ
た
２
名
の
児
童
は
、
最
初

は
恐
る
恐
る
ハ
シ
ゴ
を
登
り
巣
箱

を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
他
の

児
童
の
声
援
を
受
け
て
無
事
巣
箱

を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
巣
箱
を
取
り
付
け
た
後
、
指

導
員
か
ら
当
日
見
た
鳥
や
昆
虫
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
野
外
学
習

会
は
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

約
２
時
間
半
の
短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
の
中
で
夢

中
に
な
っ
て
昆
虫
を
追
い
か
け
、

ま
た
、
野
鳥
を
観
察
し
た
事
が
、

楽
し
い
思
い
出
と
し
て
児
童
た
ち

の
心
に
残
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
思

。

い
ま
す

　
ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

　

　

　
「

　リ

バ

ー

ヘ

ッ

ド

　」

上

演

月

日
、
劇
団

　
　
｢

　
　
　
ふ
る
さ
と

6

12

き
ゃ
ら　
　ば
ん

　
　
　
｣

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
　ル

｢

リ
バ
ー　
　ヘ
　ッ
ド

　
　
　
　

～
森
と
川

と
水
源
地
の
も
の
が
た
り
～　
　が
小

山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

公
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
は
栃
木
県
の
鬼
怒
川
上
流

に
あ
る
栗
山
村
を
舞
台
と
し
て
生

ま
れ
、
水
の
あ
り
が
た
さ
、
大
切

さ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
全
国
各
地
で

公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

と
そ
の
親
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
約

千
二
百
席
の
会
場
は
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
演
技
と
歌
声
に
大
き
な
感

動
を
う
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
公
演
に
合
わ
せ
て
、
ホ
ー

ル
待
合
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
思
川
開

発
事
業
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
事
業
へ
の
一
層
の
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

水
資
源
開
発

公
団
は
、
水
資

源
の
開
発
ま
た

は
利
用
の
た
め

の
事
業
を
行
な

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
民
経
済

の
成
長
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭

和

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

37以
来

有
余
年
、
日
本
の
水
資

40

源
開
発
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た

が
、
水
需
要
を
め
ぐ
る
状
況
の
変

化
や
国
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
と

も
な
い
、
安
全
で
良
質
な
水
を
安

定
し
て
安
く
お
届
け
す
る
こ
と
を

平
成

年

月
１
日
、

目
標
に
、

15

10

「

」

独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

思
川
開
発
建
設
所
も
よ
り
一

層
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

この用紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク

そ の ⑤

マメ科
ネ ム ノ キ （ 合 歓 木 ）

Albizia julibrissin

花 期 ： ６ ～ ７ 月
分 布 ： 本 州 四 国 九 州
撮 影 ： 上 南 摩

ネ ム ノ キ は 本 州 か ら 九 州 に 生 育 す る 落 葉 の 高 木
で 、 高 さ が 1 0 ｍ 程 度 に な り ま す 。 陽 当 た り が 良 い
川 沿 い な ど に 多 く 、 雑 木 林 に も 生 育 し ま す 。 特 に 斜
面 下 部 の 湿 っ た 土 壌 が あ る 場 所 に 多 く 生 育 し ま す
が 、 乾 燥 す る 場 所 に は 生 育 し ま せ ん 。

花 は 梅 雨 の 終 わ り か ら 盛 夏 に か け て 紅 色 か ら 淡 紅
色 の 花 を 枝 先 に つ け ま す 。 淡 紅 色 の ボ ン ボ ン の よ う
な 形 が 印 象 的 な か わ い い 花 で す 。 果 実 は 長 さ 2 0 c m
ほ ど で 大 き な サ ヤ エ ン ド ウ の よ う な 形 を し て い ま
す 。

葉 は 多 数 の 小 葉 が 集 ま っ て 偶 数 二 回 羽 状 複 葉 と よ
ば れ る 形 を し て お り 、 夜 に な る と 相 対 す る 小 葉 が 合
わ さ り 、 葉 が 閉 じ る こ と か ら 、 そ の よ う な 名 前 の 由
来 と な っ た と 考 え ら れ て い ま す 。

木 材 と し て は 、 材 が ね ば り 強 く 腐 り 難 い こ と か ら
下 駄 、 斧 や 鎌 の 柄 、 家 具 、 馬 鞍 、 屋 根 板 な ど に 使 わ
れ て い ま す 。

漢 字 で 「 合 歓 木 。 方 言 で は コ ウ カ 、 コ ウ カ ン ボ」
ク 、 ネ ブ タ ノ キ 、 ネ ブ リ 、 ネ ブ リ ギ 、 ネ ブ リ ノ キ 、
ネ ム リ ノ キ な ど が あ り ま す 。

南 摩 で は 川 沿 い や 斜 面 下 部 の 林 縁 、 落 葉 広 葉 樹 林
で ピ ン ク 色 の 花 を つ け た ネ ム ノ キ を 多 く 見 つ け る こ
と が で き ま す 。
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その② 「世界の水不足の話」
今 、 人 口 の 急 増 や 産 業 の 著 し い 発 展 に よ り 、

ア ジ ア ・ ア フ リ カ の ３ １ ヶ 国 が 絶 対 的 な 水 不 足

に 悩 ん で い ま す 。 さ ら に 、 水 不 足 か ら 深 刻 な 食

。料 不 足 へ と 進 行 し て い る 地 域 が 広 が っ て い ま す

現 在 、 ６ ０ 億 人 を 越 え た 世 界 人 口 は 、 ２ ０ ２

。５ 年 に は ８ ０ 億 人 に 達 す る と 見 込 ま れ て い ま す

そ の た め 、 水 需 要 は 増 え 続 け 、 ２ ０ ２ ５ 年 に は

、 、４ ８ ヶ 国 で 水 が 不 足 し 世 界 の ４ ０ ％ の 人 々 が

水 不 足 に 悩 ま さ れ る こ と に な る と 推 定 さ れ て い

ま す 。

参考文献 「第３回世界水フォーラム事務局資料」
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